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今年も残り少なくなってきましたが、お元気のことと存じます。例年のとおり一足早いク

リスマスパーティを下記により開催いたします。歌ったり、踊ったり、おいしいものを食べ

たり‥‥‥‥初冬の一日を楽しみましょう。多くの方の参加をお持ちしております。
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日

会

日寺 二Ｌ２．月５日･j（白） １３：００～16:00

(受付開始12:㈲)
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一雁勿方の参加も大歓迎です。
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｢ハーブの香りと

やさしい心に包まれて｣

難病連会員(慢性関節リウマチ患者)　岡部冴子

慢性関節リウマチ患者の集いが､ 9月2 1日､音更町総合福祉センターで行

われました｡

この日の集いのために､保健セ㌣タ-丸山所長さんをはじめ､宮川保健婦さ

ん､社会福祉協議会の方々､難病連音更支部穀内さん､宮内さんはか､帯広保健

●　所の川島保健娘さん､ボランティアセンター矢島さんほか､よっぱ乳業さん
など､多くの皆様からのきめの細かい企画やお世話をいただきました｡

当日の集いでは､ボランティア紙風船の方より--ブの香りの楽しみ方を教

わったり､じゃが芋と--プ入りのバターを試食させていただきましたo

レモンパーム､カモミール､スペアミントを組み合わせたハーブを蒸らしは

じめると会場は--ブの心地よい香りにつつまれ､痛みも和らぐような思いで

した｡

ジャーマンカモミールやスペアミントには鎮痛作用もあるとのことですo

｢生痕黄で楽しみましょう｣では､ 7-ォ-クロバーズ中里､若原さんのクラ

シック､エレキギターによる｢禁じられた遊び｣や←ダイヤモンドヘッド｣な
ど､名曲の数々を--ブティを飲みながら聞き入りました.

また､ギター伴奏でリウマチ患者作詩の出来立ての詩←集いの仲間｣や←幸

●　芸書芸芸子芸差益LirZ書写警去至芸も警警警者全点が声を合わせて歌
｢集い→の日程は､こうして楽しさいっぱいの中で光れましたが､最後は｢

リウマチ風や｢今楽しみにしていること｣など､二人ひとりの自己紹介で交

流が深められ､ ｢集い｣の企画を喜ぶ声もきかれました｡
ハーブの香りとやさしい心に包まれた←慢性関節リウマチ患者の集い｣も楽

しさと感動のうちに時間の立っのも忘れましたが､音更町社会福祉協議会､細

木会長さんの閉会のことばで全日程を終了しました｡

この日の集いを-づ穿喜んでくださるのは､ ←集い｣の美称こ向けてのきっか

けを作ってくださった中村恭子さんではないかと思いますo

中村さんは､ 9月2 1日に集いの日が決まったことを大変喜んでおられ､こ
-　~t･･17～.,1.JJ
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の目のために体調を整えるべく入院されていたのですが､感染症が酎ヒし､ご

家族の介護も虚しく8月1日に他界されたのです｡

中村さんのおかげで､この日があったことを心から感謝を申し上玖これか

らの私達を見守っていただきたいと念じつつ､ご冥福を祈るところですo

慢性関節リウマチという病気は､関節の痛みや腫れが主な症状なのですが､

そのことにより骨の変形や破壊がはじまりますo

また､腎臓､肺､心臥眼､皮膚､神経､等に障害が起きることもある全身

病でもあります｡

ノ.I ･この病気の療養のためには､自分のリウマチを病院の検査や日常の動作など
から｢病の状態｣を知っ宅おくこと､関節の障害をかヾ-するためにリハビリ

等で筋力をつけることなとの医学的な療法が(坤に合った準療法手術療法　●
など)大切なことは､既にご承知の･ところですo

そして､さ

ともする

らに大切な療法は心のケア-ではないかと思うのですo

と､私達はひと一り､痛みに耐え､閉じこもりの孤独な生活になりが

ちです｡

しかし､同じ病を持つ患者同士が相集い､共に手をつなぎ､励まし合って生

きることによって､ ｢じぶんだけではないんだ｣という｢病と闘う強い心｣を

呼び起こすことができるものと患います｡

ひと･りばっちの患者をつくらないために､ ｢この日の集い｣を､一人でも多

く･の方が出てこられるような魅力のある｢集い｣ができるよう､皆で力を合わ

せて会を育てて行けたらと思います｡

｢できることは､できるうちに｣ ～動けなくなってからでは遅い-　を合

い言葉に､前向きに頑張れる会を目指して､次回の｢集い｣につなげたい.もの

です｡

次回の集いは1 9月2 8日､ 1 3時3 0分から､｢音更町総合福祉センタ~1

･T階｣ ､で行いますo

｢どんな会にし科､､会の名まえは･ _･ ･｣な妻､-いろんな考えを持ち寄り

ましょう0 -　　　番奄偽的-ZfE帥集いの白鳳二度終密行が硯始'LまFんZ成

･ ･.　t'･  ･　-　. ･L :  : ･l;:､
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9月26日(日)第7回どんぐ｡まつ｡が一線商中学校のパークゴルフ場と-どんぐ｡の

家を会場に開催されました｡午前中は途中から両が降リーパークゴルフや秋の味覚パーティ

の準備が思うようにいかなかったのですが､昼近くなると宿れてきてどんぐ｡の家の前で焼

臥焼鳥､焼きソバ､イナキビご臥手焼きせんべい,手fJちソバ等の他げザ-卜にプル

-ツポンチ､ソフトクリームで味覚パ-ティを楽しむことができましたo食べているときの

みんなの笑掛まとても幸せそうでしたB

ヵラオケや抽選会で更に盛｡上が｡ましたo当日の参加者は62名で､今年も無事に終え●

ることが出来ましたDご協力いた-た多くのボランティア(掠商中学生､どんぐりのせい

くらべ他)のみなさん本当にありがとうございました｡

またーどんぐりまつりに際して操届中学生1-3年生20人を対象に､前日ボランティア

入門藷座を開催しましたDボランティアサークル｢どんぐ｡のせいくらベ｣の本折さん-板

垣さんにご協力いたかてどんぐ｡まつ｡の説明-車イス介助-視覚障害者の人の手引き他

の講習を行いましたB

*米車*手車***米*米車*太東*米本*米桝孝**-米車半*斗米*斗米**★*末書米米桝米**

どん　ぐり　の蒙ボランティ　アに参加して

**幕末**米米***米車本末*半米米*-♯米本**半米米-斗米兼*末書米米車*斗米米桝半本米

緑南中　1年　　柿崎　磯里

私丘中学生になって初めて本格的なボランティア活動に参加しました｡最初は､ちょっと

心寵だったのですがー行ってみるとー穀内さん達も優しくて心配は吹き飛びましたD

土曜日の日は視覚障害になった体験をするために･アイマスクを着けてお金を数えたり一

物を食べたり飲んだリー歩いてみたりしました8日が見えない中で歩くのはとても怖かった

です.お金は272円持ちなさいと言われ待ったのですが､ 100円と500円を間違える

などとても大変でした｡飲食も形やにおいで分からないものを食べるのは､きらいなものじ

ゃないかなどけいかいしながら飲食.していましたa

∫

●



でも-アイマスクを外せば目が見える軒.5安心感が私にはありました｡視覚障害者の方
-　　/

l･ l

は暗やみの中で生活していかなければならな■いんだと息いました｡視覚障害や聴覚障害など､

難病をかかえている人たちはとても大変なんだなと思い-毎日不自由なく生活できるのはと

てもありがたいことなのだと思いました｡

日曜日臥みんなでパ-クゴルフをしたり､食事をしたリー歌ったりして一日をすごしと

ても楽しかったですo車椅子の子と遊んだり､お話しをしたりしました｡食事のときにも｢

なに食べるの?｣ ｢やきそば-｣などと明るく答えてくれ話がはずみました｡障害があると

は思えないほどでした｡

あまり体験のできないことや-発病のことを教えてもらうなど数々の体験をすることがで

きてとてもよかったですDまた参加したいと思いますD本当にありがとうございました｡

1　-　4　. . . .　-　I　. .　-　. .　-　1 . .　-　f J I t A

ボランティアというものを体放して

A J t　1 .　-　. I .　-　. . .　-　.　-　. . . .　t I I I

凝南中　2年　　津島　梨恵

今回"ボランティア''という形でどんぐりの家まつりに参加させていただきましたB前日

に打ち合せがありましたが- 30分程で話がまとまり-残りの時間で障害者になって色々な

ことを体験しました｡視覚障害のときには272円を手の感覚をたよりに捜しましたが､な

; ●　　かなか上手に見つけることが出来ませんでしたo障害という言葉が痛く感じましたo
当日-やれるだけの仕事をやってから一息入れようとしたのですが､とてもそんなひまは

ありませんでした｡支部長さんの手を引いてお手洗いにつれていきー紫われば車イスにすわ

らせてもとの場所につれていく･D何度もかんしゃくを起こしそうになったのですがーだれも

好きで発病になったわけではありません｡自分で自分をひっぱたいて頑張りましたD

発病連の人たちは快く私たちを受け入れてくれだけれど､私たちのほうかItr)アを張って

しまいましたpそれだけが情けなくつらく思えましたD今臥ボランティアを体致して思っ

たことはただ一つ｡ ｢人は共存しないと生きていけない｣ということでした.これを期に道

はたで障害者の方々に会フたら快く手助ガをしてあけたいと思っています｡
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開所白首後には､難衡や身隋の名糾姉

歌所し?抒旅所八の屡報ﾐざれ赳に順ヽ治めこ

の変詫をい款ビ・ヽたりしで関乍が寄宅られ久り

しえいま

　

影

　　　　　　　　　　　　　

・
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唐後は現水ぐ扉呑ををなかりう非業内容

作軋白浪ヽ時間等の検訂を璽ねでいきな七

惑ぺいま影

　

作年場が失いこしの早急対策乙し乙新しく

ｲかた訟死に/∂埓程のスーノみバラス左購へし

設置しまレ氏．.現瓦の建:物内部もナしすづ

改喜しこいく予史？呵、

一反見学に未？でさい、

往所看更町丿

筧参応

剛政見奮加)-つふしZ-T)正副吟り･竃卵漣ぴ:いまＴ
ご協力の程±3Cく介じ糾いヽします．

酒豪邱姐販を価稀に含まれ？いまず，
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難病対策の患者負担導入、医療保険制度の改悪……、私たちの生活を支える社

会保障の縮小が進められている今日、ともすれば、生きる希望や病気と闘う勇気

を失いそうになっている患者や家族も決して少なくおりません。

　

私たちは、後退を続ける難病対策の流れを変えるため、「がんばれ難病患者・

日本一周激励マラソン」を企画ご難病患者や長期慢性疾患患者を励まし、未来に

希望のある闘病生活をとの発想から日本一周激励マラソンを実施することにしま

した。北海道在住のデザイナー萍水和雄さんの協力を得て、７月25日、北海道・

宗谷岬を出発して金国４Ｇ道府県庁を訪問（予定を含む）し、に月26に］に最終訪

問丿也である東京都庁に到着します。そして、同日午後、厚生省を訪れ厚生大臣に

難病対策の拡充等を要請し、最後の寄せ書きとして大臣の署名を貰います。

　

ともすればこれまでの私たちの運動は、体の徽|ける者が代表して国々自治体に

出掛け要請行動などを行う形が中心でした。しかし、今回の日本一周激励マラソ

ンでは全国各地を走り続け、あらゆる地域であらゆる人々が沿道に出て応援し。

体の不自由な人砂病院や自宅を訪れ、患者ヽ家族と触れ合い、ともに励ましあう

という新しい形を作ることが出来ました。この激励マラソンから全国各地にいる

患者・家族の方々と広く、しかも深い絆が生まれようとしています。

　

11月26日、ランナーの萍本さんが日本一周を果たす、この日に合わせて全国患

者・家族集会を開催し、一歩一歩に熱い思いをこめて走り続けた滓本さんをはじ

めスタッフ一同とともに全国の実情を話し合い、交流しあう場を設定します。

　

全国の患者一家族のみなさん、マラソンランナーを迎えに厚生省前にお集りく

ださい。そして、厚生省を患者・家族と支援者で取り巻こうではありませんか。

すべての人々が納得出来るような医療と福祉の流れを作り出そうではありまぜん

か。厚生省前でみなさんをお待ちしています。
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（財）北海道難病連音更支部

　

穀内
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昭和４８年１月１３日第３種郵便物認可
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通善第３３２号

発行人

　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会細川

　

久美子
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